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▶石垣靖子先生の巻頭対談シリーズには，認定
看護師で専門看護師の高屋敷麻理子さんにご登
場いただきました。コロナ禍で座談会などの収録
が難しくなっていた昨年 6月下旬，弊誌では，石
垣靖子先生をゲストにお迎えし，「オンラインレク
チャー＆対話会」と題し，Zoomを用いた対話イ
ベントを企画しました。新型コロナウイルス感染症対
応の中で，現場に起きているジレンマを共有し，語
り合っていただくというコンセプトで，100人以上の
看護管理者，訪問看護師の皆さまにお申し込み
をいただきました（不慣れにより運営上の不手際
があり申し訳ありませんでした）。この対話会の進
行を高屋敷さんにお引き受けいただきました。画
面越しにはお目にかかっていましたが，リアルにお
会いするのは今回の対談収録が初めてで，とても
うれしい時間になりました。� （小齋）

▶特集では「エンゲイジメント」について取り上げ
ました。COVID-19の感染拡大が長期化する中
で，現場の看護師はさまざまなストレスや状況の変
化に晒

さら

され，個人としても組織としても不安定な状
況に置かれているかと思います。そのようなスタッフ
のために看護管理者にできることは何かを考え，
撫養氏と勝山氏らと対話する中で本特集のテーマ
に行き着きました。お2人には2018 年 10月号で
「『働きがい』のある組織」という特集の構成や執
筆に携わっていただいたご縁があり，コロナ禍で先
の見通せない，不確実性の高い状況を踏まえ，前
回の特集からさらに踏み込んで看護管理者の役
割を考察いただきました。さまざまな観点からアプ
ローチしておりますので，スタッフ１人ひとりが活き活
きと働くことができる職場環境を作り上げていくため
のヒントとして活用いただければ幸いです。 （石塚）
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診療報酬における「外来看護」 
の適正評価を考える
高齢化率の高まりとともに，高齢患者の救急外来受診例，救急搬送例が増加しています。そうし
た患者に，統合的な療養支援ができれば，救急受診を減らすことが可能になります。�
医療機関と地域・在宅の療養を効果的につなぐケアは，患者の療養継続をスムーズにし，特に
高齢患者の生活の質の維持を可能にするでしょう。結果として救急搬送や救急外来受診を減ら
し，医療費の適正化に貢献できます。�
日本看護管理学会の「看護の適正評価に関する検討委員会」では，外来を基盤とする看護
師による療養支援のケアモデルに対する診療報酬化を目指し，看護系学会等社会保険連合を
通じて要望する予定です。本特集ではこの外来看護の適正評価についての考え方を，広く看護
管理者に周知するとともに，課題共有の機会とします。

外来看護への適正な評価とは◉小野田舞
日本看護管理学会による要望の趣旨・背景，期待する効果◉岡谷恵子
救急外来における非入院帰宅患者に対する看護師による療養支援の評価 
茨城県立中央病院の取り組み◉角田直枝
実践者へのインタビュー 
救急外来の依頼を受け，調整する立場から◉橋本泉
訪問看護ステーション管理者の立場から◉海藤佐代子

巻頭シリーズ

【石垣靖子氏対話シリーズ】 
看護と倫理　尊厳を護るケアの担い手として◉石垣靖子／田村里子
特別記事

看護師を育てる認知的徒弟制◉松尾睦／築部卓郎
新連載

次世代の看護管理者育成　看護管理者研修から見える組織の未来
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